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平成 30年８月定例教育委員会会議録

⒈８月定例教育委員会会議

[1]期 日 平成 30年８月 27 日（月）

[2]場 所 市教育委員会 教育長室

[3]会議時間 午前９時 58分から午前 11 時 37 分まで

[4]出席委員 川井田和人教育長、髙橋博昭教育長職務代理者

池野康己委員、杉尾優子委員、連尺野智子委員

[5]参 与 中武教育政策課長、蓑方社会教育課長、

藤代スポーツ振興課長、浜砂教育政策課課長補佐、

宮崎教育政策課課長補佐、山本教育政策課教育総務係長

[6]議事日程 第１ 会議録の承認 ７月定例教育委員会会議録

第２ 行 政 報 告 ８月行政報告について

第３ 指 名 報 告 西都市教育長職務代理者の指名について

第４ 議案第 17 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱の制

定について

議案第 18 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委員会委員の委嘱に

ついて

議案第 19 号 平成２９年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等報告書について

議案第 20 号 平成３０年度補正予算要求について

議案第 21 号 西都市教育委員会事務局職員の人事について

第５ そ の 他 ①視察研修について

②全国学力・学習状況調査について

③その他

⒉開 会

⒊会議録承認

教 育 長 ただ今より、８月定例教育委員会を開催いたします。

本日の議案には人事に関する案件がございますので、一部秘密会として

開催する必要があると思いますが、秘密会で開催することについて、委員

の皆様方ご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、一部秘密会で開催いたします。

教 育 長 はじめに、７月定例教育委員会会議録の承認を求めます。

会議録については既に原案を配付しておりますが、会議録に記載した内
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⒋行政報告

容についてご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、会議録を承認することといたします。

教 育 長 つづいて、８月の行政報告をお願いします。

教育政策課長 （教育委員辞令交付式について）

橋口玄郎委員が７月 31 日までで任期満了で退任をされましたことを受

けまして、８月１日から新委員として髙橋博昭委員にお願いをしていると

ころでございまして、市長から辞令が交付されたところでございます。任

期は、８月１日から４年間となっております。

（西都市指導力 brush-up 研修会について）

こちらは例年西都市が企画、主催で取り組ませていただいているところ

でございまして、市内の全教職員を対象とした研修会でございます。今回

は、午前は西都原考古博物館、午後は妻南小学校を会場として、午前中は

沖水小学校の森幸子教諭から「Q-U を活用した学力向上の取組」というこ

とで学級経営等を中心に話をしていただいたところでございます。午後か

らは妻南小学校で、英語、理科、道徳、学級経営、ストレスマネジメント、

タイムマネジメント等の８種目の講座を作り、同じものを午後２回してお

りまして、それぞれ先生方に分散していただいて、その８種目の講座の中

から２種目ずつを選択していただいて、受講していただく研修会をしたと

ころでございます。

（宮崎県市町村教育長連絡協議会研修会について）

部会の研修会、県内の教育長と県との情報交換会、それから新聞にも取

り上げられましたが、教育長や各教育委員会の職員に対しての人権教育研

修、そして県の人事異動等の意見交換が行われているところでございます。

こちらには教育長が出席をしております。

（児湯地方教育委員会連絡協議会夏季研修会について）

こちらも例年行われているところでございまして、西都児湯の教育委員

さんを対象にした研修会でございます。今回は事務局でございます高鍋町

役場で、まず兵庫教育大学の押田准教授から「教職員の業務改善に向けた

教育委員会の支援の在り方」という演題で講演をしていただきました。そ

の後、美術館の視察をしております。教育長、髙橋委員、連尺野委員がご

参加をいただいております。事務局からは浜砂課長補佐が出席をしており

ます。何かございましたら、また後でご意見を聞かせていただければと思

っております。

（第 29回西都・児湯地区人権・同和教育研究大会について）

新富町文化会館におきまして開催をしているところでございまして、西

都市からも教職員の方に出席をしていただいているところでございます。
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教育長には開会行事に出席をしていただいております。この中では、以前

西都市でも講演していただいたところでございますが、LGBT の当事者であ

ります黒木瑞季さんから「それでも生きていく」という演題で講演をいた

だいているところでございます。

（学校閉庁日について）

13 日から 15 日にかけて、行事ではございませんが、昨年度から教職員

の働き方改革の一環として、学校の先生方、教職員に全てお休みを取って

いただくということで、負担軽減の一環として設定しているところでござ

いまして、今年度も特に問題なくこの３日間がお休みになったところでご

ざいます。

（小中学校講師（教職採用１次合格者）研修会について）

今年度の教職採用試験の１次合格者を対象にした研修会でございまし

て、小学校が８名、中学校が４名の講師、合わせて 12名の講師が１次試験

に合格をしております。教育長のあいさつのほか、実際の２次試験に合わ

せた集団討論等を行ったところでございます。

（小・中学校始業式について）

本日から２学期が開始しています。特に夏休み中を含めて大きな事故等

の報告は受けておりません。

教 育 長 つづいて社会教育課長お願いします。

社会教育課長 （宮崎県社会教育委員連絡協議会総会・研修会について）

（西都・児湯地区社会教育委員連絡協議会総会・研修会について）

それぞれ社会教育委員に出席いただいております。

（夏休み子ども映写会について）

ＤＶＤ上映会のほか、ワークショップということで、紙飛行機、ペット

ボトル風船等の作成を行っております。参加人数は、大人が３人、子ども

が 34 人の計 37人でございました。

（夏休み体験！きものを着て、にほんぶようについて）

着物の着付けの日本舞踊の体験を子どもにさせております。参加人数が

６人、保護者が９人ということで計 15名の参加でございました。

（米良山の神楽調査委員会について）

各委員から現在の調査している経過報告、中間報告等がございました。

（サンクトペテルブルグ国立舞台サーカスについて）

午後から２回公演ということで、１回目が 447 人、２回目が 294 人の方

に見ていただいております。これはロシアの本格的芸術ということで、空

中ブランコ、ジャグリング等が行われました。

（ふるさと演歌まつり Vol について）

１部が地元カラオケで、橘ひろみさんと、つかさ民謡教室、２部が歌謡

ショーで山川豊さんと黒木美佳さんで、入場者数は 470 名ということでご

ざいました。
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（夏休み子ども映写会について）

ＤＶＤ上映会のほか、ワークショップでは「牛乳パックで作る万華鏡」

ということ行っております。参加人数は、大人が４人、子どもが 34 人の計

38 名でございました。

（第 36回西都市文化連盟芸能発表会について）

大正琴、舞踊、詩吟、民謡、太極拳を発表されております。入場者数に

ついては、約 250 名ということでございました。

（西都市歴史民俗資料館運営協議会について）

平成 29 年度の実績、平成 30 年度の計画等について協議を行っておりま

す。

（西都市文化財保存調査委員会について）

国分寺跡のイチョウの木の市の指定と市の指定の黒貫寺仏像の県指定に

ついてということで協議をいたしました。今後これについては手続を進め

るということで決まりましたので、国分寺跡のイチョウの木につきまして

は、今後教育委員会に文化財保存調査委員会から建議をしたいと考えてお

ります。

（国民文化祭実行委員会について）

国民文化祭というのは、正式には第 35 回国民文化祭と第 20 回全国障害

者芸術文化祭ということで、平成 32 年に宮崎県で行われます。それで本年

度から実行委員会を作って、それに向けて各市町村でいろいろな催しをし

ていくいうことですが、まだ何をするのか決まっておりません。本日実行

委員会を立ち上げたことを機に、これから協議を進めていって、最終的に

平成 32年に西都市で何をするかを決めて実行していくことになります。

教 育 長 つづいてスポーツ振興課長お願いします。

スポーツ振興

課 長

（生涯スポーツ推進グローアップ研修会について）

この研修は生涯スポーツの核となるスポーツ推進員の資質の向上を図る

ことを目的に開催されたものです。当日は８名が参加されております。

（台湾スポーツ（野球）交流について）

台湾の文元國民小学校から 14名の選手、それと保護者、兄弟等を合わせ

た 33名が参加されて、都於郡スポーツ少年団、スワローズ選抜チームとの

交流試合を行っております。

（福岡県筑陽学園高等学校サッカー部合宿について）

５日間の延べ人数としては 600 人が参加されております。

（第６回ヤクルトスワローズカップ少年野球交流大会について）

本市からはヤクルト選抜チーム選手 15 名、コーチと合わせて 18 名が参

加しております。愛媛県松山市、沖縄県浦添市、西都市、新潟県燕市と４

市の交流試合を行っております。結果は４位でした。

（第５回スポーツ推進委員協議会定例会について）

さわやか市民スポーツ大会についての協議を行いました。
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⒌指名報告

⒍議 案

（東京ヤクルトスワローズファームデイイベント及びキャンプ誘致協議に

ついて）

埼玉県戸田市にあるヤクルト二軍の戸田球場で行われたファーム公式戦

の応援並びに本市特産品等を配布するなど、西都市のＰＲを行っておりま

す。そのあと神宮球場において一軍の公式戦の激励とともにキャンプ継続

のお願いをしております。

（宮崎県スポーツ少年団西都・児湯ブロック大会軟式野球競技について）

木城町総合運動公園野球場が中心ですけれども、球場の関係で西都原運

動公園でも競技を行っております。

（サマースイムフェスティバル in西都について）

これは水泳協会の主催で毎年行っているもので、小学生から高齢者まで

が参加して行われました。

（第 14回西都原このはなマラソン大会実行委員会について）

23名の実行委員会委員の委嘱、それと副市長が実行委員長となりまして、

13 回大会の収支決算及び監査報告、14 回大会の要綱、収支予算案等につい

て協議を行う予定となっております。

教 育 長 それでは、ご質問等あればお願いしたいと思います。

ないようであれば、スポーツ振興課長はここで退席をさせていただきま

す。

教 育 長 それでは、西都市教育長職務代理者の指定につきまして、事務局の説明

をお願いします。

教育政策課長 ８月１日から橋口委員に代わりまして、髙橋委員が加わられた教育委員

会でございますが、橋口委員が教育長職務代理者として指名をされていた

ところでございます。８月１日からの職務代理者につきましては、教育長

が髙橋委員を指名されたということでございますので、ご報告をさせてい

ただきます。

教 育 長 議案の審議に入ります。

まず、議案第 17号 西都市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱

の制定についてを議題にいたします。説明をお願いします。

社会教育課長 議案第 17 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱の制

定について、子どもの健やかな成長に資することを目的に、子どもの読書

活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進する「西都市子ども読

書活動推進計画」を策定するため「西都市子ども読書活動推進計画策定委

員会設置要綱」を制定しようとするものです。

（資料により説明）
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教 育 長 ご意見はございませんか。

（意見なし）

教 育 長 お諮りいたします。議案第 17 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委

員会設置要綱の制定について、ご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、議案第 17号を承認いたします。

つづいて、議案第 18 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委員会委員

の委嘱についてを議題にいたします。説明をお願いします。

社会教育課長 議案第 18 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委員会委員の委嘱に

ついて、西都市子ども読書活動推進計画を策定するため西都市子ども読書

活動推進計画策定委員会委員を新たに委嘱しようとするものです。

（資料により説明）

教 育 長 ご意見はございませんか。

（意見なし）

教 育 長 お諮りいたします。議案第 18 号 西都市子ども読書活動推進計画策定委

員会委員の委嘱について、ご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、議案第 18号を承認いたします。

つづいて、議案第 19 号 平成 29 年度教育に関する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価等報告書についてを議題にいたします。説明をお願

いします。

教育政策課長 議案第 19 号 平成 29 年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価等報告書について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第２６条の規定に基づき、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成しよ

うとするものです。

（資料により説明）

教 育 長 ご意見はございませんか。

（意見なし）

教 育 長 お諮りいたします。議案第 19 号 平成 29 年度教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検及び評価等報告書について、ご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、議案第 19号を承認いたします。

つづいて、議案第 20 号 平成 30 年度補正予算要求についてを議題にい

たします。説明をお願いします。

教育政策課長 議案第 20 号 平成 30 年度補正予算要求について、教育総務費など一般

会計及び特別会計を合わせて、総額 13,677 千円の減額補正を要求しようと

するものです。

（資料により説明）
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⒎そ の 他

[1]視察研修について

[2]全国学力・学習状況調査について

教 育 長 ご意見はございませんか。

（意見なし）

教 育 長 お諮りいたします。議案第 20 号 平成 30 年度補正予算要求について、

ご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、議案第 20号を承認いたします。

つづいて、議案第 21号 西都市教育委員会事務局職員の人事についてを

議題にいたします。説明をお願いします。

（秘密会により詳細削除）

教 育 長 お諮りいたします。議案第 21号 西都市教育委員会事務局職員の人事に

ついて、ご異議ございませんか。

（異議なし）

教 育 長 ご異議ないようですので、議案第 21号を承認いたします。

宮崎教育政策

課 長 補 佐

（資料による説明）

宮崎教育政策

課 長 補 佐

（資料による説明）

髙 橋 委 員 今の中学３年生が３年前は小学６年生だったわけですが、その頃私は妻

南小学校に赴任しました。実態を見て、これはいけないというような成績

だったわけです。その子たちが妻中学校や私立中学に進学しているわけで

すけれども、今の中学３年生の状況を見てあまり変わっていないのかなと

思ったところです。どうすればいいのかなという話合いもして、がんばっ

たわけですけれども、なかなかそう簡単にはいかないところもあるわけで

すが、今成績をみて、何か良い方法はないんだろうかとまた改めて思った

ところでした。

教 育 長 平均を上げられないのは、平均以下をいかに手当するかということが一

番大きいと思うんですよね。だから、今そこに目を向けていこうと思って

いまして、小学校のときに成績の良いこと悪い子の差が広がってくるとこ

ろをいかにして平均以下の子たちを引き上げるためのものをしていくかと

いうことを考えていかないといけないのですけれども、働き方改革等があ

って職員を遅くまで残せないという状況があります。だから、職員がやる

にしても、ボランティアというかたちで、学校の用務の続きではないとい

うことになります。そういう受皿的なものを学校の中に作っていこうとい

うことを考えてやっているところですけれども、まだなかなかその一歩が



８

踏み出しきれていないというところが現実です。ただ、このままでは全く

変わらないので、何らかの手を打って最初の一歩をまず踏み出そうという

ことで今教育委員会でも考えているところです。そういうことに関して教

育委員の皆さんからご意見があれば、是非いろんな意見をお聞かせいただ

いて、手立てとしてこういうのがあるということがあればご指南いただけ

ればと思います。

池 野 委 員 自分たちの子どもたちが小学校くらいのときに、三納ではクラスを進ん

でいる子と進んでいない子とで分ける取組をやられていて、非常にいいな

と思っていました。学校訪問で見せてもらったときに、やっているところ

もありましたよね。今はどのような感じなんでしょうか。

宮崎教育政策

課 長 補 佐

きめ細やかな指導というか、個に応じた指導ということで、少人数クラ

スというのは、今もやっております。算数が多いですけれども。

連 尺 野 委 員 それは高学年になってからとかではないのですか。

宮崎教育政策

課 長 補 佐

どの学年にそういうクラスを持って行くかというのは、学校で違うとこ

ろがあります。ただ、やはり高学年に置く学校が多いとは思っております。

杉 尾 委 員 中学校でも少人数というものはやっていますよね。

連 尺 野 委 員 学校訪問に行くとやっていますよね。

杉 尾 委 員 私は穂北中学校のことです。子どもの話ですが、この前１学期にあった

テストで「この成績を持続しなさいよ。」と話したときに、「私は今回良か

ったから。誰々は２点と９点だったから。」と聞きました。そういう低い点

数を取っている子たちを少人数クラスで対処されていると聞いたものだか

ら、先生に「そういう子たちに対して、数学を少人数で分かっている子と

分かっていない子を分けてしてもらえるんですか。」と言ったら、教員が足

りないからできませんみたいなことを言われたんです。そういう点数を取

れていない子に対しての指導というか、どういう教え方にするのかをもう

１回先生に聞いてみないといけないなと思いながら夏休みに入ってしまっ

たのですが、夏休みが明けたら体育祭や文化祭とかいろいろ行事があるの

で、どこまで先生たちがやってくれるのかなと思っています。今から高校

受験とか、小学生もやがてその時期がやってくるとは思います。ただでさ

えこうやって学力が少し悪い中で、そういう分かっていない子たちに対し

て、先生たちが分かりやすく、授業や後のフォローをしてくれるかが大事

かなと思います。穂北に限っては、少人数は考えていないと言われました

ので、そこを学校ごとにどうやってしているのかを知りたいとは思いまし

た。

宮崎教育政策

課 長 補 佐

学校の生徒数、それから学級数によって定数というのは決まっていまし

て、それと学校の実情に応じて加配講師といったかたちで人数を増やして

もらったりするんですけど、そこをうまく使って先ほどのきめ細やかな指

導が実施できている学校と、そうやって増やしてもらった人数を違ったも

のに充てないといけない学校というのがあって、それがなかなか実施でき
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ない学校があるというのが実情です。もっと人を増やしてもらえれば、で

きることもあるのでしょうけど、そこは限られた人員の中でやっていかな

いといけないというのが、西都市だけではなくどこでも同じ状況です。そ

ういった状況がありまして、学校としても実施したい気持ちはあるのです

が、なかなか手が出せないという学校もあると思います。

池 野 委 員 小中一貫校になった学校もありますよね。そういうところでは、中学校

の先生が下りてきてというようなかたちで、最初の方は熱が入っていたと

思うんですけれども、今はなかなかそれはそれみたいな感じになっている

ところもあると思いますが、その辺りもまた考えてもらってほしいですね。

教 育 長 今言われた小中一貫については、兼務をかけて中学校の先生は小学校に

行って５・６年生辺りの算数をみてやったりとかいうようなことはしてく

ださいということでお願いはしてありますので、妻中学校などと比べたら

数学の時間でも一人の先生の持ち時間は少し余裕があるので、週に１・２

時間は小学校に行けるくらいの余裕はあるんじゃないかと思っておりま

す。今校長たちもそれは兼務をかけてやらせるようにまた手は打っている

のですけれども。

池 野 委 員 やはり最初につまずいたところが問題ですよね。

連 尺 野 委 員 小学校でも高学年になったら教室を分けて学習しているという話はよく

分かりますが、分からない子は小学１年生からつまずくんじゃないかなと

思います。それを高学年になって分けても、１年に学習した内容までさか

のぼってするところまでいかないと思うので、手当を早いうちしないとい

けないのではないでしょうか。

教 育 長 形にはなっていないですけど、放課後子ども教室とかいうので今考えて

いるのは、そういう今言われたような手当が必要な子を残して、そこで掛

け算九九とか足し算や割り算とかそこをしっかり教えていこうというので

考えていますけど、なかなかそこが難しいですね。でも、そこをちゃんと

やらないといけませんね。

連 尺 野 委 員 やっぱりそこだと思います。小学校の算数がちゃんとできていないから、

中学校の数学まで移行できていない。すると、授業中座っていることさえ

が苦痛になるというような感じだと思います。

教 育 長 そういうことをなくすために、手当を考えているところですけれども、

授業だけでは、そういう子は厳しいのかなと考えます。少人数に分けるの

でなくて、放課後時間をかけて週２回とか１回でもいいから徹底して教え

るということをしていかなくてはいけない。学校の先生にそれを全部させ

ようとすると、７時間 45分しか勤務時間がない中で、例えば６時間授業を

して、給食を 45 分とったら、もうほとんど時間が残っていません。だから、

掃除をしない日を作ったりして、30 分とか、35分とかいう時間を空けるよ

うに、今、学校は努力をしています。その中で学校でできることをやろう

ということでやっていますし、本来そういうことを学校の先生もしたいの
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だけれど、保護者対応とか、そういうことに追われているのが現実なんで

す。だから、学校は何をするところかというところをもう一回地域の方た

ちにも考えていただきたいと我々は一番思っています。

連 尺 野 委 員 やっぱりそこで家庭の協力という部分が必要ですね。

教 育 長 もう少し考えていただかないと、うちの子は朝起きないから迎えに来て

くれとか、そういったことは親がする仕事ですよね。起きないのは子ども

の責任ですし、子どもがどうだこうだということは、もう少し学校ででき

ることと家でできることは、それぞれやってもらわないといけないという

時代が来ているのではないかなと思っているところです。

連 尺 野 委 員 昨年、茶臼原小学校の研究大会でありましたが、子どもたち同士がグル

ープ活動をして、そのグループ中に分からない子がいたら、分かる子たち

が教えてあげる。そうすると、教えてあげる子たちは、自分がきちんと分

かっていないと教えられないのでもう少し努力する。分からなかった子た

ちは、先生ではなくお友達が教えてくれることで、そうなんだという喜び

もまた出るみたいなことをおっしゃっていて、あの取組はいいなと思いま

した。それは休み時間なりに、子どもたち同士の中で自然なかたちで出て

くるといいんだろうなと思います。できない子を馬鹿にするわけではない

ですが、さっきも話が出たようにあの子は２点だったよ、３点だったよと

いうような話が、みんなの中に話で出てきて、そして、そのできない子の

点数で、私は何点取っているから大丈夫というような低いレベルに焦点を

合わせていくというのは、やっぱりマイナス思考ではないかなと思います。

だから、そこのところをもう少し気持ちの持ち方というか、家庭でもそん

なところを目指したら駄目よとか、もう少し点数を上げることに努力をし

ようとか、子どもたちとの食事のときに話すとか、そして、分からない子

がいたら教えてあげると、その子も分かるようになってうれしいよ、とい

うような話合いをもう少し家庭でできていくと、本当に微々たる、少しず

つの進歩だと思いますけど、そういうのが必要ではないかなと思います。

やはり、教育長がおっしゃったように、学校は何をするところか。でも、

先生たちは働き方改革でどうにか休みをとらなくてはいけない。そういう

中で、教育に関しては学校だけでの教育ではなく、家庭も協力しながら取

り組んでいかないと。小学１年生から子どもに勉強しなさいと言っても分

からないと思います。分からないから勉強しないのであって、分からない

ものを勉強して分かるようにしていくのに、勉強しなさい、勉強しなさい

と言っても分からないと思うので、やはり一緒に机に向かってあげるとか、

ちょっと手を止めて、そういうのを毎日 10 分でも 20分でも加えていかれ

るような取組が大事だと思うのですが、そういう話を保護者に向かってで

きる機会ってないでしょうか。

教 育 長 ＰＴＡ総会とかがありますけど、これが地域によってまちまちで、例え

ば１・２割しかＰＴＡ総会に出ない学校があったり、７・８割、９割近く
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がＰＴＡ総会に出てくれる学校もあったりというところで、その１・２割

しか出てこない学校は厳しいですね。

連 尺 野 委 員 しつけも何もかも学校におっかぶせているというような現状があるんじ

ゃないでしょうか。

教 育 長 学校が全てを抱え込むものだから、あれもこれもしないといけいない。

それで学校評価をするものだから、学校が物足りないということになるん

でしょうけれども、やっぱり、学校は読み書き算を教えながら、子どもた

ちにそれを通して忍耐力だとか、自己肯定力とかを教えていくところです

ので、少しその辺を保護者にもお願いして、私もできるだけそういう場に

は出て話をさせていただこうと思っておるんですけれども、これからもい

ろんなところで、それを話していきたいと思います。

杉 尾 委 員 穂北の保護者の話ですけど、１年のときに１回テストの成績がガタッと

落ちたので、親は考えて、子どもと同じ問題集を買って、同じ問題を１日

１ページずつ子どもとやったそうなんです。それをテストが終わって悪い

成績が出た日から続けて、そして２年生になったら結構上がって、５教科

で 440 点とか取るようになったそうですけど、親が同じ問題をやることに

よって、子どもは親に負けたくない、親も子どもに負けたくない、という

気持ちでやったのが良かったのかなと思いました。親が一緒に同じ机に座

ってやったと聞いたので、やっぱり親が子どもに目を向けるというのを家

庭でもやってもらわないと、成績は上がらなくて、ほったらかしだと、宿

題をしたのか聞いても「したした」と言う子は絶対いると思います。さっ

き言った点数の悪い子は、自分から「俺何点やった」みたいなことを言っ

て、「どうせ俺馬鹿やから」みたいなことも言ったらしいです。それに対し

てうちの子たちは「それ勉強せんかいやわ、分からんければ聞けばいっち

ゃわ。」と言ったらしいのですが、もう自分は頭っから分からないというの

を思っているみたいで、だから聞こうともしないし、自分から勉強しよう

ともしないので、そういう聞く姿勢、先生とか友達に「ここ分からんちゃ

けど教えて。」と言えるような場というか、聞ける雰囲気づくりというのが

あると、もうちょっといいのかなと思いました。この前学校に用事があっ

て行ったら、たまたま何かのテスト前で、中学３年生の子たちが職員室に

いて、先生たちに「ここが分からん、あそこが分からん」と一生懸命聞い

ていたのを見て、こういうのが本当に良いのかなという印象を受けました。

もうちょっと先生とか、分かっている子に「ここ分からんっちゃけど教え

て」、「先生教えてください」というように子どもたちから聞きに行くよう

な感じがあると良いのかなと思いました。先ほど教育長が言われたように

放課後学習とか、10 分でも 20 分でも短い時間でも、そういう時間が設け

られるといいんじゃないかなと思います。

教 育 長 そうですね。そういうふうになるといいですけど、本当に保護者対応み

たいなことに追われて、子どもに目を向けられないんですよね。
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杉 尾 委 員 子ともたちだけでもできるように、教室を開放して、みんなで集まって

話をすることも多いだろうけど、そういう場を作れるといいんじゃないか

なと思います。

教 育 長 ＰＴＡの役員からでもそういう意見をどんどん出してもらう場はないも

のでしょうか。

連 尺 野 委 員 妻地区の妻中学校、妻北小学校、妻南小学校の３校合同の PTA 役員協議

会というのはありますよね。中学校は中間、期末とテストの後に答案が返

ってきたら、それについて自分が間違っていたところをやり直して提出し

なさいというのは多分やっていらっしゃると思いますが、随分前ですけど、

うちの子どもが小学校のときは、単に答案が返ってくるだけで、その後に

何も先生方からのどうしなさいというのはありませんでした。答案を見た

親も今度はちょっと悪かったね、とかで済ませていると思います。それが

点数の取れていないの子どもさんたちは親に見せない子たちもいるだろう

し、それに「最近テストの答案を見てないけど。」ということも多分言われ

ないんじゃないかなと思います。理解できていないから間違っているわけ

で、そこを今日の宅習はこの間違ったところをやってきなさいよというよ

うな一言、声かけとか、そういうのは意外と簡単なんじゃないかなと思い

ますけど、小学校はやっていないのではないでしょうか。

髙 橋 委 員 やってるところというか、先生によりますよね。ただ、高学年はやり直

してくると思うんですけど、低学年は人のを見て返してくる子がいるんで

すよ。だから、その辺りについては、間違った問題は大体分かるから、多

分似たような問題をほかのところで練習をさせたりとかしていると思いま

すけどね。

連 尺 野 委 員 先生方も本当にお忙しい中で細かいところまではいかないと思いますけ

れども。

教 育 長 PTA 連絡協議会等で今出たような話をさせてもらう時間をどこかで見つ

けて、教育委員会でいろいろな話をする中で、こういうことが話題になっ

ていますから、PTA 役員の方たちも、各学校でそこをもう一回押さえてく

ださいみたいな話をさせてもらう機会を持って、今後の思いなどを伝えた

方がいいですね。

池 野 委 員 その対応というのは何かあるんですか。

教 育 長 今、子どもも発達障害的な子も含めていろいろな子がいるので、時間的

に放課後も指導しなくてはいけないとか、あるいは保護者への対応だった

りということで、本来の授業のこととかに手が回らないことも多いですね。

池 野 委 員 そこがネックだったら、そこを何とかしないといけないですね。

教 育 長 学校は何をするところかというところをもう１回 PTA 連絡協議会等でも

話をして、先生方が読み書き算のことについて子どもたちに指導できる時

間を見つけてくるということと、放課後何か作ってやらせるとか、中学校

くらいになってくると、問題の質が優しかったらできたと思っていても実
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[3]その他（三財中学校校舎の転用ほかについて）

際のときにはできないので、市内で問題の統一化を図るとか、前から言っ

ていますけど、そういうことを少しずつかたちにしてやっていかないとい

けいないのですけれども、なかなか、非常に学力的に厳しい学校にとって

は、それをすることはどういうことかという話です。そうしたら、ほかの

学校と比べてうちの学校はこんなに悪いというのが如実に保護者の中でも

分かるわけですよね。そういうことが非常に厳しいというところもあって、

なかなかもう一つ踏み込めないところもあるのですけど、でも、そういう

こともお互い覚悟してやっていかないといけないのかなと思っています。

これについては、まだいろいろご意見があると思うんですけど、ちょっと

時間もありませんので、また改めて伺いたいと思います。

教育政策課長 この結果につきましては、例年 12 月の市の広報誌に掲載をしておりま

す。今年度もその予定でございまして、その中では例年はこの順位等の数

字を出していないところなんですが、今教育長と協議中でございますが、

できるだけ具体的な数字を公表していきたいと考えておるところでござい

ます。

教 育 長 今年は少し早く、もしかしたら 10 月とかくらいに出せるかもしれませ

ん。できるだけ早く皆さんに出して、広報さいとで知っていただくという

のがいいのかなと思っています。

池 野 委 員 これがマイナスの方向でなく、プラスの方向に働くといいですね。

教 育 長 その点も心配していますけれども、そこを出すということは私たちも腹

をくくって来年は絶対上げるぞという意識をもっていますし、学校にもそ

ういう意識を持ってもらいたい。やっぱり学校が一番やらないといけない

ということですね。学力的なことがちゃんと良くなってきているというと

ころが、地域の保護者から一番信頼を生むところかなと思って、今言われ

たような不安はありますけれども、やるしかないと思っています。

教育政策課長 （概要説明）

池 野 委 員 別件ですが、先ほどの教育に関する事務の管理のところで、まがたま館

は、平成 29 年度は年間８団体の 106 人が利用されているということだった

ですけれども、これは西都市内の方が８団体 106 人ということなんでしょ

うか。市外の人も入ってということでしょうか。

社会教育課長 トータルでこの人数ということになります。

池 野 委 員 決算額の 213 万２千円というのは、管理費とかの支出だと思いますが、

収入というのも貸し出すときには幾らか徴収するんですか。

社会教育課長 宿泊が 1人 1500 円です。あと利用料金で午前、午後、夜間の区分で 150

円ということです。

池 野 委 員 これは西都市の人も、市外から来た人も。

社会教育課長 そうです。
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⒏閉 会

⒐次回教育委員会開催日程

平成 30年９月 28日（金） 午前 10時から

教 育 長 ほかに何かご意見はございませんか。

（意見なし）

教 育 長 以上で本日の会議を終わります。


